
三浦半島の更なる連携を 

強く訴える滋野議長 

今年はマホロバマインズ三浦で開催 

 

 

 

 

 

 

 

～４市１町の更なる連携強化を『フードバンク、こども食堂』などを議論～ 

2018 三浦半島地域連合政策・制度４市１町首長懇談会を４月４日（水）

１６時３０分から開催しました。 

2012 年からこの懇談会をスタートさせ、今年で７年目となります。 

「三浦半島の各市町の色々な場所で開催を」との意見を受けて今年は

三浦市にあるマホロバマインズ三浦の会議室にて行いました。 

この首長懇談会では、毎年４月、前年度提出した「政策・制度要求と

提言」からテーマをしぼり、提案の実現に向けて意見交換を行っていま

す。 

三浦半島地域連合としては、各市町

の課題はもとより、三浦半島の４市１町は財政が厳しいことから連携出来る事業は

連携をして三浦半島全体で活性化をするように一貫して訴えて来ました。 

2013 年からは４市１町の首長が主体となり「三浦半島サミット」を立ち上げ、

観光を切り口にゴミ処理・消防の広域連携など様々な連携強化が進んできています。 

滋野議長の冒頭挨拶では、日頃の三浦半島地域連合への協力の御礼と政策・制

度の実現に向けた更なる連携強化をお願いし、懇談会をスタートしました。 

今年度は、日本の相対的貧困率が 15％を超え、特に「子どもの貧困」が深刻な

問題になっている中、「フードバンク」「子ども食堂」などに三浦半島地域で連携して取り組むことが出来ないかなど

を議論しました。 

首長の皆さんには『フードバンクかながわ』が設立されたこと、この２年間で全国の子ども食堂が７倍以上の 2,200

ヵ所（神奈川 169 ヵ所）になってい

ること、などを説明した後、議論を

進めました。 

今回の議論だけでは結論には至

りませんでしたが各自治体とも重

要性を再認識して頂くきっかけに

なったと思います。 

意見交換後は懇親会を開催し、更

に議論を深めることが出来ました。 

今後も三浦半島地域の活性化を

はかり「働くことを軸とする安心社

会の実現」に向けて活動を行ってい

きます。 
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３月 18 日告示、25 日投開票で逗子市議会

選議員選挙が行われました。皆さんのご支

援・ご協力を頂き、三浦半島地域連合が推

薦しました無所属の『高野たけし氏』『長島

有里氏』は、懸命に政策を市民に訴えかけ

ました。しかし、立憲民主をはじめとした

各党が国政なみの活動を展開し、選挙結果

は下の表のように非常に厳しいものとなりました。 

※ 逗子市の有権者数は 50,911 人（男 23,629 人、女 27,282 人）です。 

逗子市議会選挙 定数 17―候補者 23   投票率 49.83％（前回 49.10 を 0.73 ポイント上回る） 

氏名 党など 得票 当落 

高野たけし 無 現 １，４１５ ３位 当選 

長島 有里 無 現 ８２５ １９位 次次点 

 
３月９日（金）18 時から大船駅東口駅にて、2018 年度４回目とな

ります「連合の日」街頭行動を行いました。 

今回は、「クラシノソコアゲ・キャンペーン」として連合神奈川林

事務局長、山岡弁護士、牧山ひろえ参議院議員秘書、地域連合議員団

（竹田鎌倉市議会議員・山田鎌倉市議会議員）、地域連合役員 20 名の

合計 25 名で実施

しました。 

林事務局長、弁

護士や地域連合議員団が「働く私たちのための働き方改革を実

現しよう！」と訴える中、地域連合の役員が 2,000 枚配布し、

約 40 分で街頭行動を終了しました。 

 

林事務局長の挨拶でスタート 

山岡弁護士、山田・竹田各鎌倉市議リレートーク 

２０１８三浦半島統一メーデー開催します！ 

 
■日時 ４月２８日（土）１０時～  
■場所 三笠公園 
■参加 組合員の１０％を目標に 

昨年の 2,246 名を超える 

規模で開催予定 

■内容 大抽選会、タオル一本運動、 

ミニ動物園、アトラクション 

など盛り沢山 

賞 商品名

1等
東芝　ブルーレイディスクレコーダー
（ＤＢＲ-Ｗ508）

2等 箱根一の湯ペア宿泊券一般客室（平日）

3等Ａ カタログギフト（ポロネーズ）

3等Ｂ ディズニーランド・ペアチケット

実行委員賞 実行委員主要役員提供賞品

地産地消賞 鳩サブレ


